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10-SK037出土遺物（ 第7-71 図）

10-SK281 出土遺物（ 第7-207 図・第7-208 図）
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10-SE225 （第7-232 図7 ）

10-SE225 （第7-232 図8 ）

10-SE225 （第7-232 図6 ）

旧万寿寺跡第10次調査出土石塔類・石製品

10-SE350 （第7-236 図14 ）
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10-SK027 （第7-53 図7 ）

10-SK160 （第7-128 図29 ）

旧万寿寺跡第10次調査出土軒丸瓦

10-SK160 （第7-127 図25 ）

10-SK170 （第7-148 図7 ） 10-SD223 （第7-40 図14 ）
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10-SK160 （ 第7-125 図2 ）

10-SK160 （ 第7-125 図3 ）

10-SK170 （ 第7-148 図8 ）

10-SK190 （ 第7-156 図17 ）

10-SK160 （ 第7-125 図4 ）

旧万寿寺跡第10次調査出土軒平瓦
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10-SE325 （第7-243 図14 ） 10-SD233 （第7-40 図15 ）

10-SK160 （第7-129 図49 ）

旧万寿寺跡第10次調査出土鬼瓦・鳥衾瓦

10-SK038 （第7-73 図14 ）
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10-SD040 （第7-35 図17 ）

10-SK160 （第7-130 図50 ）

旧万寿寺跡第10次調査出土平瓦

第7-284 図20
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10-SK085 （第7-97 図4 ） 10-SK085 （第7-97 図5 ）

10-SD090 （第7-14 図1 ） 10-SK160 （第7-137 図63 ）

10-SK160 （第 7-139 図67 ）

旧万寿寺跡第10次調査出土丸瓦

10-SK160 （第 7-140 図69 ）
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 ° ′ ″ ° ′ ″ ㎡
きゅうまんじゅじあと おおいたしおおあざおおいた

44201 201052 33°22′65″ 131°61′91″ 110612- 
120112 1,411 道路建設旧万寿寺跡 

第６次調査 大分市大字大分

きゅうまんじゅじあと おおいたしおおあざおおいた
44201 201052 33°22′61″ 131°61′91″ 130603- 

140110 670 道路建設旧万寿寺跡 
第７次調査 大分市大字大分

きゅうまんじゅじあと おおいたしおおあざおおいた
44201 201052 33°22′63″ 131°61′96″ 140519- 

150209 1,040 道路建設旧万寿寺跡 
第８次調査 大分市大字大分

きゅうまんじゅじあと おおいたしおおあざおおいた
44201 201052 33°22′60″ 131°62′03″ 140522- 

150916 493 道路建設旧万寿寺跡 
第９次調査 大分市大字大分

きゅうまんじゅじあと おおいたしおおあざおおいた
44201 201052 33°22′61″ 131°62′07″ 150518-

160302 6,605 道路建設旧万寿寺跡 
第 10 次調査 大分市大字大分

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
旧万寿寺跡 
第６次調査 寺院跡 中世 溝、土坑、大型土坑、

墓、井戸
土器、陶磁器、「寮」刻書土器、瓦、
鬼瓦

大型土坑に凝灰岩切石
を廃棄

旧万寿寺跡 
第７次調査 寺院跡 中世 溝、土坑、墓、井戸、 

銅銭一括出土遺構 土器、陶磁器、一括出土銅銭 14 世紀代の墓地、 
銅銭一括出土遺構

旧万寿寺跡 
第８次調査 寺院跡 中世 溝、土坑、墓、井戸、 

掘立柱建物跡

土器、陶磁器、高麗青磁墩、「蒋山」
刻書土器、「蒋山観音殿」墨書土器、
瓦

溝に礎石を廃棄

旧万寿寺跡 
第９次調査 寺院跡 中世 溝、土坑、柱穴 土器、陶磁器 古代（９世紀代）の溝

旧万寿寺跡 
第１０次調査 寺院跡 中世 溝、土坑、井戸、墓、 

柱穴列
土器、陶磁器、「万寿寺」刻書土器、
瓦 区画溝、柱穴列

要　　約

　「蒋山万寿寺」は、徳治元年（1306）に豊後国守護大友貞親が筑前国博多の承天寺住持であった直
翁智侃を開山に招いて建立した禅宗寺院である。万寿寺は豊後府内で最大規模の敷地を有し、室町時
代には十刹に列せられるような、西日本を代表する禅宗寺院のひとつとなる。兵火や火災による寺院
の被災は数度に達しており、天正９年（1581）の火災で、七堂伽藍をはじめとした主要建物が焼失す
る。さらにその後、天正 14 年（1586）の豊薩戦争時の兵火で、万寿寺は焦土と化したとされている。…
　発掘調査の結果、七堂伽藍に相当するような大規模建物跡や基壇などは発見されなかったが、寺院
内の区画に関連する溝や柱穴列が検出された。また、大量の瓦や「万寿寺」・「蒋山」・「寮」の刻書土
器、「蒋山観音殿」の墨書土器などの出土は、発掘調査地点に寺院が存在したことを考古学的に証明
している。また、16 世紀前半代の大型土坑に凝灰岩製切石が大量に廃棄されていたことや 16 世紀
後半代の溝や井戸などに礎石と推定される大型の礫が廃棄されていたことなど、万寿寺の廃絶に関連
する考古学的な所見も得ることができた。さらに、古代（８～ 10 世紀代）の遺構の発見、14 世紀
代の墓地の存在や銅銭一括出土遺構の発見、万寿寺創建期を遡る 12 ～ 13 世紀代の墓や井戸などの
発見は、万寿寺創建以前を含めた周辺の土地利用を検討する上で、貴重な資料を得ることができた。…
　なお、本調査にて確認された溝や柱穴列などの主要遺構は、文化庁との協議の上、道路下に保存される
ことになった。　　　　　　　
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